
LOX-index®値が高いと発症率が2倍

　　脳梗塞・心筋梗塞発症リスクを評価する最新の指標

　　　　　　　　　　　　　　LOX-index®

　sLOX-1（可溶性LOX-1：血中に放出されたLOX-1）とLAB（LOX-1 ligand containing ApoB）から得られる
解析値が、今後10年以内の脳梗塞・心筋梗塞発症率に大きく関与する事がわかりました。

　脳梗塞発症率で約3倍、心血管疾患発症率で約2倍となり、これら2つの疾患の発症リスク評価検査としては、
唯一の検査です。

LOX-index®の中身と動脈硬化のメカニズム（仮説）

心筋梗塞発症との関係脳梗塞発症との関係

検査特別料金

12,800円


